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精
神
科
医
と
し
て
の
原
点｣ 

公
益
財
団
法
人
金
森
和
心
会 

針
生
ヶ
丘
病
院 

非
常
勤
医
師 

 
 

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院 

医
歯
学
総
合
研
究
科 

 

精
神
行
動
医
科
学
分
野 

 
 
 

小
泉 

友
紀
暁 

  

こ
の
原
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
私
の
読
書
へ
の
思
い
入

れ
に
つ
い
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
を
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
に
と
っ
て
読
書
は
精
神
科
医
を

志
し
た
原
点
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
す
。 

幼
い
頃
に
触
れ
た
絵
本
の
な
か
で
は
、
『
す
て
き
な
三
に

ん
ぐ
み
』
（
ト
ミ
ー
・
ア
ン
ゲ
ラ
ー
／
作
・
今
江
祥
智
／
訳
）

の
少
し
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
雰
囲
気
が
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。
小
学
校
に
入
る
と
、
当
時
大
流
行
し
た
『
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
』
（J.K.

ロ
ー
リ
ン
グ
／
作
・
松
岡
佑
子
／
訳
）

や
『
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
』
（
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
／
著
・
橋
本

恵
／
訳
）
に
親
し
み
ま
し
た
。
多
感
な
中
高
時
代
に
は
海
外

古
典
文
学
に
傾
倒
し
、
『
車
輪
の
下
』
（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ

セ
／
著
・
高
橋
健
二
／
訳
）
や
『
武
器
よ
さ
ら
ば
』
（
ア
ー

ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
／
著
・
高
見
浩
／
訳
）
は
私
の

価
値
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
『
テ
ィ
フ

ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
』
（
ト
ル
ー
マ
ン
・
カ
ポ
ー
テ
ィ
／
著
・

村
上
春
樹
／
訳
）
の
純
真
無
垢
な
世
界
観
や
み
ず
み
ず
し
く

洗
練
さ
れ
た
文
体
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
短
編
『
ク
リ

ス
マ
ス
の
思
い
出
（A Christmas

 Memory

）
』
を
毎
年
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
原
文
で
読
む
の
が
、
マ
イ
恒
例
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
題
で
あ
る
私
が
精
神
科
医
を
志
し
た
き
っ
か
け

と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
始
め
て
い
た
高
校
時
代
、

私
は
『
文
學
界
』
や
『
群
像
』
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
文
芸
誌

を
図
書
館
で
読
み
耽
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、

精
神
科
医
で
作
家
の
加
賀
乙
彦
の
記
事
を
見
つ
け
、
そ
こ
で

は
じ
め
て
精
神
科
医
と
い
う
職
業
を
意
識
し
た
の
で
す
。
加

賀
は
、
『
フ
ラ
ン
ド
ル
の
冬
』
や
『
宣
告
』
と
い
っ
た
重
厚

な
小
説
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
糸
口
に
『
ど
く
と

る
マ
ン
ボ
ウ
』
シ
リ
ー
ズ
の
北
杜
夫
や
『
娘
の
学
校
』
の
な

だ
い
な
だ
な
ど
、
作
家
で
も
あ
る
精
神
科
医
が
数
多
く
い
る

こ
と
を
知
り
ま
す
。
「
ひ
と
の
心
情
の
機
微
を
穿
つ
こ
と
の

で
き
る
精
神
科
医
っ
て
ど
ん
な
職
業
な
の
だ
ろ
う
」
。
私
は

文
学
を
入
り
口
に
精
神
医
学
や
心
理
学
に
強
い
関
心
を
抱

き
、
精
神
科
医
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
加
賀

が
助
教
授
を
務
め
た
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
に
進
学

し
た
の
は
、
不
思
議
な
縁
で
す
。 

い
ま
、
精
神
科
医
と
し
て
ひ
と
の
こ
こ
ろ
に
想
像
力
を
働

か
せ
、
病
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
よ
う
日
々
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
私
が
仕
事
で
疲
れ
た
と
き
、
ひ
と
と

き
の
安
ら
ぎ
を
く
れ
る
息
抜
き
も
ま
た
小
説
で
す
。
毎
月
発

行
さ
れ
る
文
芸
誌
を
当
直
中
の
休
憩
の
お
供
に
し
て
い
ま

す
。
『
乳
と
卵
』
の
川
上
未
映
子
や
『
蹴
り
た
い
背
中
』
の

綿
矢
り
さ
な
ど
、
現
代
の
文
壇
で
は
女
性
作
家
の
活
躍
が
め

ざ
ま
し
く
、
読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。
『
推
し
、
燃
ゆ
』
の

宇
佐
見
り
ん
は
、
現
代
に
生
き
る
少
女
の
複
雑
で
脆
い
心
境

の
表
現
が
巧
み
で
、
衝
撃
の
連
続
で
す
。
私
に
と
っ
て
小
説

と
は
、
自
分
の
狭
い
価
値
観
を
広
げ
て
く
れ
る
「
広
角
レ
ン

ズ
」
の
よ
う
な
存
在
と
言
え
ま
す
。 

残
念
な
が
ら
私
自
身
に
小
説
を
生
み
出
す
文
才
は
な
い

の
で
す
が
、
得
意
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
活
か
し
て
翻
訳
と
い
う

形
で
「
本
」
の
世
界
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
人

工
知
能
に
よ
る
翻
訳
技
術
が
発
達
し
た
現
代
で
は
、
外
国
語

を
学
ぶ
こ
と
に
労
力
を
費
や
す
意
義
は
少
な
い
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
映
画
監
督
フ

ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
は
「
違
う
言
語
は
人
生
の
違
う
見

方
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
書
籍
に
触
れ
る
た
び
に
新
し
い
価
値
観
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
、
楽
し
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
に
私
に
精
神
科
医
と
い
う
一
生
の
仕
事
を
教

え
て
く
れ
た
本
の
世
界
は
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
視
野
を
与

え
て
く
れ
る
大
海
原
な
の
で
す
。 
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「すてきな 
三にんぐみ」 

トミー・ 
アンゲラー/さく 
いまえよしとも 
/やく（偕成社） 

「ハリー・ポッター 

シリーズ」 

J.K.ローリング/作 

松岡佑子/訳 

（静山社） 



夏休みクラブ  7月 26日（水）７月 29 日（土） 

  としょかんバックをつくろう 

      

 

 

～ 

編
集
後
記 

～ 
 

梅
雨
入
り
し
て
数
週
間…

蒸
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ま
元
気
に
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
、

図
書
館
の
庭
の
紫
陽
花
が
た

く
さ
ん
花
を
咲
か
せ
、
梅
雨

時
期
の
ど
ん
よ
り
気
分
を
明

る
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

「
工
作
い
つ
や
る
の
～
？
」

と
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い

た
お
友
達
、
お
待
た
せ
し
ま

し
た
！
夏
休
み
ク
ラ
ブ
を
再

開
し
ま
す
。
感
染
症
対
策
を

行
い
な
が
ら
開
催
し
ま
す
の

で
、
参
加
す 

る
皆
さ
ん
も 

ご
協
力
お
願 

い
し
ま
す
。 

  

 

 

メロン組とぶどう組の２４名の園児

の皆さんがバスに乗って見学に来て

くれました。かわいいマイクを使い職

員に質問をしたり、お気に入り絵本を

見つけたりと梅雨の合間の楽しいひ

とときでした。また来てくださいね。 

 わたしのおすすめの本は、「はりねずみ    

 のノート屋さん」です。なぜなら、はりね

ずみが、それぞれの動物のこせいにあわせ

てノートを作るから、次はどんなノート 

になるのだろうととてもワクワクする 

からです。楽しい気持ちになれる 

ので、みなさんもぜひ 

読んでみてください。 

① 「元気に 
およげこいのぼり」 

 
おすすめの本 
 

    「はりねずみのノート屋さん」 
        安田 琴 開成小 4年 
  
 

つぼから出てきたいたずらぶんぶん 

のせいで、おかしなことをしゃべる 

ようになった先生が、今までどおり 

しゃべれるようになるために、あまい 

   ものをだれにも分けないでひとり 

でおなかいっぱいたべるところ 

がおもしろいです。 

 

 
 

 

 

開
館
日
の
ご
案
内 

 

火
・
水
・
木
・
金
・ 

土
（
第
１
・
３
・
５
） 

 
 
 

・
月
末
は
休
館
し
ま
す
。 

  
 

・
8
月
11
日
～
16
日
は 

休
館
し
ま
す
。 

 
 

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

ご
確
認
下
さ
い
。 

 

 

夏
休
み
開
館
時
間
変
更 

 
 

開
館
午
前
10
時
～
12
時 

 
 
 
 

午
後
1
時
30
～ 

 
 
 
 
 
 

4
時
30
分
迄 

 
 

期
間
７
月
21
日
（
金
）
～ 

 
 
 
 

8
月
24
日
（
木
）
迄 

     今年も郡山女子大短期大学部地域創成学科 

の学生の皆さんが作成してくれた七夕装飾が、 

図書館の壁面を鮮やかに彩ってくれました。玄関に 

飾られた笹飾りには、来館した子ども達が短冊に願い事を 

書いて託してくれました。みんなの願い事、叶いますように★ 

エムポリアム並木保育園 

職場見学 6/23 

        

 

七夕かざり 
 

 

２０１９年からおやすみをしていた「夏休みクラブ」を 

４年ぶりに再開致します。皆さんからご要望が多かった 

      「としょかんバックをつくろう」を各 10 名定員で 

２日に分けて開催致します。時間は両日共に 

午前１０時からです。お申し込みの 

詳細は、館内ポスターまたは、 

ホームページで 

ご確認下さい。 

 

 

③リクエストで購入した本 
  

「はりねずみの 

  ノート屋さん」 

ななもりさちこ/さく 

たかおゆうこ/え 

（福音館書店） 

②  貸出２倍

 

イベントのおしらせ 
 

① 貸出２倍 

通常５冊までの 
貸出の２倍！ 

２週間で１０冊まで 
借りられます！ 

② 本の 

リクエストポスト 
 

期間 ７月 21 日（金） 

 ～ ８月 24 日（木） 
 

 

 

6 月 23 日～7月 7 日 

おすすめの本 

 「つんつくせんせいと 
いたずらぶんぶん」 

 ひらた はるか 柴宮小2年 

「あま～いしろくま」 柴田ケイコ/作・絵 （PHP 研究所） 
「ぼくのつばさ」  
トム・パーシヴァル/さく ひらやまたいち/やく（評論社） 

「へんてこもりのコドロボー」 
            たかどのほうこ/作・絵（偕成社） 
「理系脳をつくる食べられる実験図鑑」 
               中村陽子/著（主婦の友社） 
「３分後にゾッとする話～怖い日本昔話～」  （理論社） 
「異種最強王図鑑」     實吉達郎/監修（学研プラス） 
「鳥のサバイバル」 1・2 ｺﾞﾑﾄﾞﾘ/co./文・ハンヒョンﾄﾞﾝ絵 
「水害のサバイバル」パク・ソンイ/文・.ハンヒョンﾄﾞﾝ/絵 

 （朝日新聞出版） 
「合理的にあり得ない」     柚月裕子/著 （講談社） 
 

 

「つんつくせんせいと 

いたずらぶんぶん」 

たかどのほうこ/さく・え 

（フレーベル館） 

郡山女子大短期大学部
地域創成学科 

プロジェクト演習 
オリエンテーション 
5/11 於：郡山女子大 


